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１件目 

 

p.23 表を次のとおり訂正  

「努力が必要」のところが改行されているため。 

あわせて PDF で右側の線のかすれの修正をお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２件目 Ⅷのタイトルを次のとおり、ゴシックに訂正 

 

p.13  下から 15 行目   Ⅷ 先進的な人材の育成を見据えた研究発表会への積極的な参加 

p.46  上から 3 行目    Ⅷ 先進的な人材の育成を見据えた研究発表会への積極的な参加 

 
 

３件目 

株式会社富士通研究所に関する訂正 

 

該当箇所 

p.44  表の一番下  株式会社富士通研究所ソフトウェア研究所 → 富士通株式会社 に訂正 

 

p.58  左 10 行目 は次のとおり訂正 

 栗原 英俊 委員（富士通株式会社プロジェクトディレクター） 

 

p.59  左 9 行目 は次のとおり訂正 

 栗原 英俊 委員（富士通株式会社プロジェクトディレクター） 

MerakiⅡ：研究発表における相互評価 

 
とても良い     ⇔   わりと良い    ⇔  努力が必要 

  ４  ３ ２ １

説明 

プレ

ゼン

力 

班員が研究の概要を良

く把握しており、聴き

手へのはたらきかけを

入れるなど、他者へ伝

わることを意識して自

分の言葉で話してい

た。 

班員が研究の概要を把握

する、または他者へ伝わる

ことを意識した説明がで

きていた。話すスピードな

ど、聴き手に配慮した発表

となっていた。 

班員の研究概要の把握

が十分とはいえず、用

意した内容を読み上げ

るだけの発表であっ

た。 

資料 

他者に伝えることを意

識し、図や写真などを

効果的に入れ、要点が

目立つように工夫され

ていた。 

他者に伝えることを意識

し、図や写真などを入れた

資料が作成された。 

他者に伝える意識や、

図や写真などが十分な

資料ではなかった。 

質疑

応答 

質問に対して、研究に

関する深い知識に基づ

いた回答ができてい

た。（質問に対し、発表

資料の奥にある自分た

ちの知識や研究の実体

験などが引き出せてい

る） 

 

質問に対して、研究に関す

る知識に基づいた回答が

できていた。（質問に対し、

発表資料とほぼ同じこと

を答えている） 

質問に対して、研究に

関する知識に基づいて

回答ができなかった。

（質問に対し、発表資

料にも触れず、「わかり

ません」、「これから調

べます」、と答えている

栗原 英俊 富士通株式会社 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 情報学 
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令和４年８月９日（火） 、11 月 12 日（土） 、12 月 10 日（土）
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